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葉
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万
葉
集
中
に
、
五
十
首
と
い
う
か
な
り
大
部
の
作
品
を
残
し
た
山
部
赤
人
と

い
う
歌
人
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
少
い
。
と
い
う
よ
り
、
殆
ん
ど
知

ら
な
い
と
言
っ
た
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
彼
の
生
没
年
は
無
論
の
こ
と
、

そ
の
出
自
、
来
歴
と
い
っ
た
も
の
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
赤
人
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
集
中
に
名
を
停
め
る
歌
人
の
多
く
が
そ
う
な
の
だ
が
、
し
か

し
、
一
首
乃
至
は
数
首
と
い
っ
た
片
々
た
る
詠
歌
を
残
す
歌
人
は
さ
て
お
い
て

も
、
五
十
首
と
い
う
多
数
の
作
品
を
集
に
残
し
な
が
ら
、
な
お
、
そ
の
生
涯
の

片
鱗
す
ら
も
明
か
さ
ぬ
歌
人
も
珍
ら
し
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
彼
が
万
葉
集

以
外
の
国
史
、
そ
の
他
の
文
献
に
名
を
停
め
得
ぬ
程
の
微
官
で
あ
っ
た
と
い
う

理
由
の
外
に
、
彼
が
余
り
に
も
自
ら
を
語
ら
ぬ
歌
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
赤
人
の
作
を
見
る
と
、
公
的
性
格
を
持
つ
歌
に
比
し
て

私
的
な
性
格
の
歌
、
雑
歌
に
対
し
て
相
聞
、
挽
歌
は
極
端
に
少
い
。
そ
れ
ら
は

製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
理
由
で
編
者
の
目
に
止
る
こ

と
な
く
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
、
現

在
の
我
々
に
は
、
彼
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
知
る
手
掛
り
は
殆
ん
ど
与
え
ら
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
赤
人
は
、
通
説
と
し
て
は
、
所
謂
「
宮
廷
歌
人
」
の
一

入
と
言
わ
れ
て
き
た
。
雅
楽
寮
に
「
唱
歌
師
」
、
「
歌
人
」
と
い
っ
た
歌
を
唱

す
る
こ
と
を
職
掌
と
す
る
者
は
存
在
す
る
が
、
「
宮
廷
歌
人
」
と
い
っ
た
専
ら

詠
歌
を
製
作
す
る
こ
と
を
も
.
つ
て
公
に
任
え
る
職
掌
が
当
時
我
国
に
存
在
し
た

＜
注
－
＞

か
ど
う
か
は
疑
問
と
し
て
、
と
も
か
く
、
彼
が
、
何
ら
か
の
官
を
得
て
公
に
任

え
る
官
人
の
一
入
で
あ
っ
た
ろ
う
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

た
。し
か
し
、
そ
れ
と
て
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
金
村
、
虫
麻
呂
、
福
麻
呂
等

の
境
涯
を
合
わ
せ
鑑
る
時
、
一
概
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
彼
等
は
公
の
宮
入
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
有
力
者
の
資
人
乃
至
は
供
人
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
麻
呂
は
わ
か
ら
な
い
。
彼
は
さ
て
措
い
て
も
、
赤
入
の

み
が
、
一
人
例
外
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
に
も
、
誰
か
有

力
な
パ
ト
ロ
ン
の
様
な
入
物
が
存
在
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
述
べ
る
と
し
て
、
次
に
、
彼
の
歌
風
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

注
二
吉
永
登
「
宮
廷
歌
人
の
存
在
を
疑
う
」
（
関
西
大
学
「
文
学
論
集
」
昭
和
四
十

年
十
一
月
）
参
照

二

「
山
の
辺
の
あ
か
人
と
い
ふ
入
あ
り
け
り
。
歌
に
あ
や
し
く
、
た
ヘ
な
り
け

り
。
人
丸
（
人
麻
呂
）
は
赤
人
が
か
み
に
た
た
む
こ
と
か
た
く
、
あ
か
人
は
入

ま
ろ
が
L
も
に
た
た
む
こ
と
か
た
く
な
む
あ
り
け
る
。
」
と
記
し
た
の
は
「
古

今
集
仮
名
序
」
の
筆
者
、
紀
貫
之
で
あ
る
。
爾
来
、
赤
人
と
言
え
ば
常
に
人
麻

呂
と
並
称
さ
れ
、
万
葉
の
二
大
歌
人
に
ま
つ
年
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
近
代
に
入
っ
て
そ
の
評
価
も
次
第
に
岐
れ
て
き
た
。

近
代
に
お
い
て
赤
人
を
最
も
高
く
評
価
し
た
の
は
主
観
を
排
し
、
写
生
と
い



義
 
 

貞
 
 

1
田
 
 

原
 
 

ヰ＄  

う
も
の
を
重
視
し
た
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
達
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
島
木
赤
彦
 
 

は
赤
人
の
歌
風
を
「
清
澄
純
化
の
域
」
 
「
人
生
の
寂
蓼
相
幽
遠
相
に
入
っ
て
い
 
 

＜
注
一
＞
 
 

る
。
」
な
ど
と
述
べ
、
そ
の
平
明
、
静
謹
な
趣
を
称
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
 
 

ぅ
し
た
赤
人
論
に
対
す
る
批
判
も
決
し
て
な
い
訳
で
は
な
い
。
赤
人
の
絵
画
的
 
 

平
明
さ
を
批
判
す
る
者
の
多
く
ほ
代
り
に
山
上
憶
艮
の
ユ
ニ
ー
ク
な
歌
風
を
称
 
 
 
 
＜
 

注
二
＞
 
 

え
る
。
そ
う
し
た
両
説
の
岐
れ
は
、
そ
の
ま
ま
現
代
の
研
究
者
達
に
も
引
き
つ
 
 

が
れ
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
無
論
、
悠
久
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
如
何
な
る
 
 

時
代
を
通
じ
て
も
常
に
最
高
の
讃
辞
を
博
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
望
む
べ
く
 
 

も
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
時
代
に
よ
り
、
評
者
に
よ
っ
て
毀
誉
褒
乾
区
々
あ
 
 

っ
て
当
然
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

赤
人
は
周
知
の
如
く
「
叙
景
歌
人
」
 
「
自
然
詩
人
」
と
称
さ
れ
、
自
然
観
照
 
 

の
歌
を
専
ら
に
す
る
歌
人
と
し
て
、
そ
の
清
明
さ
、
静
寂
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
 
 

て
き
た
。
し
か
し
、
現
代
の
研
究
者
は
、
そ
の
明
澄
な
自
然
詠
の
中
に
、
皇
室
 
 

∧
注
三
＞
 
 

讃
歌
の
伝
統
、
及
び
山
岳
信
仰
の
伏
流
を
み
と
る
。
純
粋
な
る
自
然
美
に
対
す
 
 

る
讃
仰
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
「
天
皇
や
山
岳
の
神
聖
に
対
し
て
古
代
人
が
 
 

∧
注
四
＞
 
 

感
じ
て
い
た
民
族
的
讃
歌
の
心
」
を
看
取
っ
た
。
現
代
、
赤
人
の
歌
風
を
諭
ず
 
 

る
老
ほ
、
そ
こ
に
開
示
さ
れ
た
赤
人
の
美
的
自
然
及
び
、
そ
の
卓
絶
し
た
技
法
 
 

を
重
視
す
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
赤
人
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
自
然
の
内
部
 
 

に
潜
む
彼
の
感
動
の
動
因
に
視
点
を
置
く
か
、
つ
ま
り
、
自
然
讃
歌
か
皇
室
讃
 
 

仰
か
、
そ
の
何
れ
に
多
く
力
点
を
お
く
か
に
よ
っ
て
岐
れ
る
観
が
あ
る
。
そ
の
 
 

何
れ
に
主
眼
点
を
お
く
に
せ
よ
、
私
は
、
か
く
も
ゆ
る
ぎ
な
い
赤
人
の
自
然
観
 
 

照
の
蒲
底
で
、
澄
清
、
柔
和
な
視
線
は
何
に
帰
因
す
る
の
か
、
そ
れ
に
最
も
強
 
 

く
心
引
か
れ
る
。
そ
れ
が
、
彼
を
包
む
天
平
と
い
う
時
代
の
風
潮
に
よ
る
も
の
 
 

＜
注
五
＞
 
 

か
、
も
っ
と
深
く
赤
人
の
来
歴
及
び
資
質
と
い
っ
た
個
性
的
な
も
の
、
赤
人
の
 
 

個
我
の
在
り
方
か
ら
来
る
も
の
か
、
そ
の
何
れ
で
あ
っ
た
か
に
せ
よ
、
私
は
、
 
 

歌
人
赤
人
の
讃
歌
の
精
神
の
も
っ
と
奥
深
い
も
の
、
彼
の
心
の
在
り
方
に
そ
ぞ
 
 

ろ
興
味
を
引
か
れ
る
も
の
だ
が
。
 
 
 

そ
れ
ほ
さ
て
措
き
こ
こ
で
は
、
彼
の
歌
集
の
問
題
で
あ
る
。
集
中
に
そ
の
名
 
 

の
見
え
る
田
辺
福
麻
呂
、
笠
金
村
、
高
橋
虫
麻
呂
等
の
歌
集
に
つ
い
て
は
既
に
 
∧
注
六
V
 
 

発
表
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
集
中
に
ほ
そ
の
名
の
見
え
な
い
赤
人
の
歌
集
 
 

三
 
 

万
菓
集
に
作
品
が
と
ど
め
ら
れ
る
に
至
る
経
程
ほ
い
く
つ
か
考
え
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
 
 
 

そ
の
一
ほ
、
編
纂
老
が
、
何
ら
か
の
資
料
を
入
手
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
転
 
 

載
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
資
料
も
、
既
に
何
ら
か
の
形
で
集
に
ま
と
め
ら
れ
 
 

て
い
る
場
合
、
例
え
ば
、
人
麻
呂
歌
集
と
か
古
歌
集
と
か
、
更
に
前
述
の
三
人
 
 

の
作
品
の
様
に
歌
集
に
よ
る
場
合
と
、
外
に
、
未
だ
一
つ
の
歌
集
と
し
て
ほ
ま
と
 
 

め
ら
れ
て
ほ
い
な
か
っ
た
が
、
歌
稿
と
か
歌
篇
と
い
っ
た
も
の
が
存
在
し
、
そ
 
 

れ
に
依
る
場
合
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
と
し
て
ほ
、
例
え
ば
、
旅
人
を
中
心
と
 
 

す
る
大
宰
府
関
係
の
作
品
群
、
及
び
巻
五
後
半
部
に
収
録
さ
れ
た
憶
良
の
歌
篇
 
 

等
の
外
に
大
伴
家
持
関
係
の
作
品
も
そ
れ
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

集
中
に
見
ら
れ
る
大
部
分
の
作
品
は
、
そ
う
し
た
何
ら
か
の
資
料
に
依
拠
 
 

し
、
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
外
に
、
第
二
に
伝
謡
、
口
論
さ
れ
 
 

た
も
の
を
記
し
と
ど
め
収
録
し
た
作
品
も
あ
る
。
例
え
ば
、
人
麻
呂
の
い
く
つ
 
 

か
の
作
品
と
か
著
名
な
古
歌
な
ど
の
外
に
作
者
不
明
の
作
品
で
こ
う
し
て
集
め
 
 
 

が
、
果
し
て
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
 
 

形
態
と
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を
中
心
に
考
察
し
て
み
よ
う
と
考
え
 
 

る
。
 
 

注 注 注  

六 五 四  
注 注 注  

島
木
赤
彦
、
「
万
葉
集
の
鑑
賞
及
び
丼
批
評
」
、
「
歌
道
小
見
」
外
 
 

佐
々
木
信
綱
、
「
上
代
文
学
史
」
外
 
 

稲
村
栄
一
、
「
山
部
赤
人
の
『
叙
景
歌
』
私
見
」
 
（
「
万
葉
」
二
九
号
）
 
 

青
木
生
子
「
赤
人
に
お
け
る
自
然
の
意
味
」
 
（
「
日
本
抒
情
詩
論
」
所
収
）
 
 

尾
崎
暢
奴
、
「
山
部
赤
人
の
研
究
」
 
 

青
木
生
子
、
注
三
参
照
、
 
 

風
巻
景
次
郎
、
「
山
部
赤
人
」
 
（
「
万
葉
集
大
成
」
作
者
研
究
篇
上
下
）
 
 

拙
稿
、
「
万
葉
集
私
家
集
序
説
」
 
（
岩
手
大
学
教
育
学
部
年
報
、
第
二
八
巻
）
 
 

「
万
葉
集
の
私
家
集
H
」
 
（
国
語
国
文
研
究
」
第
四
三
三
 
 

「
同
肖
」
 
（
同
四
二
号
）
 
 

「
同
軸
」
 
（
同
四
五
号
）
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ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
一
寸
変
っ
た
も
の
で
は
、
口
讃
し
た
も
の
を
記
録
し
、
 
 

そ
れ
ら
を
取
捨
選
択
し
て
収
載
し
た
防
人
の
歌
の
様
な
場
合
も
あ
る
。
何
れ
に
 
 

せ
よ
、
こ
の
時
代
に
は
、
巻
一
、
巻
二
収
録
の
古
歌
や
巻
十
大
の
作
品
な
ど
に
 
 

よ
っ
て
窺
わ
れ
る
如
く
、
時
に
は
伝
説
を
伴
い
、
時
に
は
何
人
か
に
仮
托
さ
れ
 
 

な
が
ら
、
多
く
の
人
々
に
愛
諭
さ
れ
、
口
論
さ
れ
て
い
た
作
品
が
、
か
な
り
あ
 
 

っ
た
、
こ
と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
赤
人
の
作
品
は
、
こ
れ
ら
何
れ
の
経
程
を
た
ど
っ
て
編
者
に
も
た
ら
 
 

さ
れ
、
集
中
に
採
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
、
集
中
に
見
え
 
 

る
五
十
首
に
も
及
ぶ
赤
人
の
作
品
が
、
全
て
同
一
の
経
路
を
経
て
集
に
ま
と
め
 
 

ら
れ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
沢
潟
久
孝
博
士
は
、
そ
れ
ら
が
何
ら
 
 

か
の
資
料
、
例
え
ば
、
歌
集
の
如
き
も
の
に
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
さ
 
∧
注
一
＞
 
 

れ
、
一
方
、
中
西
進
博
士
ほ
彼
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
伝
諭
 
∧
 

注
二
∨
 
 

に
基
づ
い
て
収
録
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
た
。
 
 
 

そ
こ
で
、
生
ず
、
巻
々
に
収
録
さ
れ
た
赤
人
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
載
録
 
 

の
情
況
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ょ
う
。
そ
れ
に
生
立
ち
、
赤
人
の
作
品
を
巻
 
 

に
従
っ
て
左
に
示
そ
う
。
 
 

巻
三
、
雑
 
歌
 
 

那
～
銅
 
山
部
宿
禰
赤
人
望
二
不
尽
山
一
歌
一
首
井
短
歌
 
 

3
2
2
～
盗
 
山
部
宿
禰
赤
人
至
l
一
伊
予
温
泉
一
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

3
2
。
～
泌
 
登
二
神
岳
一
山
部
宿
爾
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

Ⅳ
～
誠
 
山
部
宿
禰
赤
人
歌
六
首
 
 

＜
戎
本
歌
日
∨
 
 

飢
～
岩
 
山
部
宿
頑
赤
人
登
l
一
春
日
野
一
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

3
7
8
 
 
山
部
宿
繭
赤
人
詠
二
故
太
政
大
臣
藤
原
家
之
山
地
一
歌
一
首
 
 

3
 
 
山
部
宿
爾
赤
人
歌
一
首
 
 

同
、
 
挽
 
歌
 
 

4
3
1
～
4
3
3
 
過
二
勝
鹿
異
聞
娘
子
墓
一
時
山
部
宿
繭
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
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巻
十
七
 
 
 

山
部
宿
禰
明
人
詠
l
一
春
鷲
一
歌
一
首
 
 
 

∧
左
往
∨
右
年
月
所
処
末
レ
得
二
詳
審
一
、
但
随
二
間
之
時
一
記
二
載
 
 
 

於
嘉
一
 
 

桂
一
沢
潟
久
孝
 
「
万
葉
集
の
巻
々
の
性
質
」
 
 
 

巻
六
、
雑
 
歌
 
 

神
亀
元
年
甲
子
冬
十
月
五
日
幸
二
チ
紀
伊
国
一
時
山
部
宿
繭
赤
人
作
歌
 
 

一
首
井
短
歌
 
 

∧
左
往
∨
、
右
年
月
不
レ
記
、
但
称
レ
従
二
駕
玉
津
鴨
一
也
。
困
今
 
 

検
二
注
行
幸
年
月
一
以
載
之
蔦
 
 

山
部
宿
称
赤
人
作
歌
二
首
井
短
歌
 
 

∧
左
注
∨
、
右
不
レ
審
二
先
後
一
但
以
レ
便
故
載
二
於
比
次
一
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

山
部
宿
頑
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

過
二
幸
荷
嶋
一
時
山
部
宿
繭
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

過
二
敏
馬
浦
一
時
山
部
宿
禰
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

∧
左
往
∨
右
作
歌
年
月
未
r
詳
也
、
但
以
レ
頬
故
載
l
l
比
次
一
 
 
 

（
天
平
六
年
）
春
三
月
幸
二
チ
難
波
宮
一
之
時
歌
六
首
 
 

∧
左
往
∨
右
一
首
山
部
宿
摘
赤
人
作
 
 
 

（
天
平
）
八
年
丙
子
夏
六
月
幸
二
干
芳
野
離
軍
時
山
部
宿
禰
赤
人
 
 

応
レ
詔
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

巻
八
、
春
雑
歌
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
歌
四
首
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
歌
一
l
▲
首
 
 

同
、
 
夏
雑
歌
 
 

山
部
宿
禰
赤
人
歌
一
首
 
 



義
 
 

貞
 
 

ほ
「
し
る
す
」
の
意
味
の
外
に
「
覚
ゆ
」
な
ど
の
意
も
あ
り
、
記
載
さ
れ
た
資
料
に
ょ
っ
た
 
 

田
 
と
は
断
言
で
き
な
い
が
。
）
 
 
 

そ
こ
で
、
次
龍
巻
々
に
お
け
る
赤
人
作
歌
の
収
録
の
情
況
を
見
て
ゆ
く
こ
と
 
 

に
し
ょ
う
。
巻
の
順
序
は
前
後
す
る
が
、
先
ず
、
巻
六
に
應
け
る
赤
人
作
歌
に
 
 

つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
巻
の
前
半
部
が
金
村
の
歌
集
を
本
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
 
 

で
あ
ろ
う
こ
と
、
更
に
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
作
品
が
金
村
集
か
ら
 
 

＜
注
二
＞
 
 

転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
示
唆
し
た
。
そ
れ
を
更
に
詳
し
く
述
べ
 
 

る
と
、
巻
六
、
前
半
部
（
こ
こ
で
は
一
応
、
九
五
三
番
の
歌
ま
で
と
考
え
て
お
 
 

く
。
）
 
に
収
録
さ
れ
た
赤
人
の
作
品
は
、
そ
の
採
録
の
方
法
に
お
い
て
二
つ
の
 
 

形
式
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
九
二
三
～
九
二
五
、
 
 

九
三
三
～
九
三
四
番
の
作
品
の
様
に
、
編
纂
老
に
も
製
作
年
月
が
知
ら
れ
て
い
 
 

た
と
お
ぼ
し
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
ら
の
注
記
も
付
せ
ら
れ
ず
に
収
録
さ
れ
て
 
 

い
る
作
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
一
つ
は
、
九
一
七
～
九
一
八
番
の
作
品
や
神
 
 

亀
二
年
五
月
の
条
に
収
め
ら
れ
た
赤
人
作
歌
 
 

神
亀
二
年
乙
丑
夏
五
月
幸
二
チ
芳
野
離
宮
一
時
笠
朝
臣
金
村
作
歌
一
首
井
 
 

（
「
万
葉
集
大
成
」
Ⅰ
総
記
篇
）
外
 
 

注
二
 
中
西
進
「
万
葉
集
巻
六
の
形
成
」
 
 

（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
四
十
年
六
月
号
）
 
 

四
 
 
 

以
上
が
集
中
に
見
え
る
赤
人
作
と
明
記
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
右
に
ょ
っ
 
 

て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
赤
人
の
作
歌
が
集
に
収
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
事
情
は
決
 
 

し
て
一
様
で
ほ
な
い
。
右
の
円
、
そ
の
収
録
の
事
情
を
判
定
で
き
る
の
は
、
伝
 
 

前
に
も
と
づ
く
巻
十
七
の
一
首
（
こ
の
歌
の
作
者
は
山
部
明
人
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
 
 

多
分
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
家
持
の
歌
文
集
の
天
平
十
三
年
の
条
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
 
 

ら
、
彼
ほ
山
部
赤
人
の
名
ほ
既
に
開
き
及
ん
で
ほ
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
名
の
一
般
的
表
 
 

記
法
「
赤
人
」
を
見
て
い
な
か
っ
た
か
、
ま
た
ほ
左
様
に
一
つ
ま
り
明
人
と
－
記
憶
し
て
い
た
 
 

の
か
も
知
れ
な
い
。
）
と
巻
六
、
神
亀
元
年
の
長
短
歌
三
首
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

も
、
後
者
の
場
合
は
、
左
往
の
「
右
年
月
不
記
」
と
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

わ
ず
か
に
何
ら
か
の
資
料
に
依
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
「
記
」
に
 
 

0  

短
歌
 
 

九
二
〇
～
九
二
二
 
長
歌
一
首
・
反
歌
二
首
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
作
歌
二
首
井
短
歌
 
 
 

九
二
三
～
九
二
五
、
長
歌
一
首
、
反
歌
二
首
 
 
 

九
二
六
～
九
二
七
、
長
歌
一
首
、
反
歌
一
首
 
 

∧
左
往
∨
、
古
不
レ
審
二
先
後
一
一
但
以
r
便
故
載
t
一
於
此
次
一
 
 

の
如
く
、
一
応
題
詞
に
は
製
作
年
月
を
記
し
な
が
ら
、
左
注
に
よ
っ
て
そ
れ
が
 
 

不
明
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

笠
金
村
の
歌
集
の
他
の
歌
集
と
異
な
る
大
き
な
特
色
は
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
 
 

＜
注
二
＞
 
 

た
作
品
に
は
製
作
年
月
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
に
な
 
 

る
の
ほ
、
巻
大
前
半
部
が
金
村
集
に
よ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
製
作
 
 

年
月
の
不
明
な
赤
人
の
作
品
ま
で
も
が
、
金
村
の
歌
集
に
収
め
ら
れ
て
い
た
か
 
 

ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
赤
人
作
歌
に
付
せ
ら
れ
た
製
作
年
月
に
 
 

関
す
る
左
往
は
、
巻
大
の
編
纂
時
に
既
に
金
村
集
に
見
え
て
い
た
も
の
か
ど
う
 
 

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
可
能
性
ほ
少
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

何
故
な
ら
、
巻
六
の
初
発
の
作
品
に
見
ら
れ
る
如
く
、
外
な
ら
ぬ
金
村
の
作
 
 

品
に
、
製
作
年
月
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
「
戎
本
反
歌
日
」
と
し
て
、
作
品
 
 

に
関
す
る
異
伝
が
記
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
異
伝
す
ら
も
金
村
集
に
 
 

記
ら
れ
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
問
題
は
更
に
複
雑
に
な
る
が
、
そ
こ
ま
で
は
考
 
 

え
る
必
要
ほ
な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
、
編
纂
老
が
金
村
集
以
外
の
別
の
資
料
を
参
 
 

照
し
、
こ
こ
に
記
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

つ
い
で
に
言
え
ば
、
赤
人
の
作
品
で
ほ
な
い
が
、
巻
六
前
半
部
に
ほ
、
九
一
 
 

三
～
九
一
六
番
の
作
品
の
様
に
、
作
品
に
関
す
る
異
伝
と
製
作
年
月
日
に
つ
い
 
 

て
の
左
往
を
持
つ
も
の
、
及
び
九
五
〇
～
九
五
三
番
の
如
く
、
作
者
に
つ
い
て
 
 

異
説
を
伝
え
る
も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
の
収
録
の
情
況
は
決
し
て
 
 

一
様
で
ほ
な
い
。
 
 
 

と
も
あ
れ
、
比
様
に
、
製
作
年
月
に
関
し
て
左
往
が
付
さ
れ
た
赤
人
作
歌
が
 
 

金
村
集
以
外
の
別
の
資
料
に
依
っ
た
と
述
べ
た
が
、
次
に
、
そ
れ
ら
の
個
々
の
 
 

作
品
に
つ
い
て
順
に
詳
細
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
生
ず
、
神
亀
元
年
の
 
 

赤
人
作
歌
ほ
、
題
詞
に
は
一
応
製
作
年
月
を
明
記
し
な
が
ら
、
左
往
に
お
い
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て
、
そ
れ
が
不
明
な
る
こ
と
、
並
び
に
行
幸
年
月
を
検
討
し
、
そ
こ
に
収
録
し
 
 

た
旨
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
非
常
に
手
の
込
ん
だ
載
録
様
だ
 
 

が
、
そ
れ
は
、
こ
の
神
亀
元
年
冬
十
月
の
条
に
本
来
は
金
村
の
作
品
が
収
め
ら
 
 

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
巻
四
（
五
四
三
～
五
四
五
）
に
転
載
さ
れ
、
 
 

替
っ
て
赤
人
作
が
、
何
ら
か
の
資
料
に
基
づ
き
行
幸
年
月
を
検
注
し
、
収
録
さ
 
 

れ
た
為
に
外
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
こ
の
赤
人
作
歌
は
、
金
村
集
以
外
の
別
の
資
 
 

料
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
左
往
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
題
詞
は
、
 
 

「
従
二
駕
玉
津
嶋
一
時
山
部
宿
禰
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
」
と
で
も
あ
っ
た
も
 
 

の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
神
亀
二
年
の
赤
人
作
二
首
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
こ
で
は
左
往
の
 
 

「
右
」
の
指
し
示
す
範
囲
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
金
村
作
と
比
較
し
 
 

て
の
「
先
後
」
と
解
し
、
赤
人
作
の
全
て
を
指
す
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
赤
人
 
 

作
二
首
の
内
の
後
者
の
一
首
の
み
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
全
釈
」
 
 

（
鴻
巣
）
や
「
総
釈
」
 
（
新
村
）
な
ど
を
除
き
、
近
代
の
注
釈
書
は
多
く
九
二
 
 

三
番
以
降
の
赤
人
作
全
て
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
首
肯
で
き
な
い
。
そ
れ
 
 

ほ
、
こ
の
両
首
・
冒
頭
の
「
ヤ
ス
、
、
、
シ
シ
」
の
表
記
な
ど
用
字
法
を
互
い
に
異
 
 

に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
八
隅
知
之
」
 
「
安
見
知
之
」
、
単
な
る
表
記
上
 
 

の
違
い
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
こ
れ
を
「
大
君
」
に
対
す
る
観
 
 

想
、
意
誠
よ
り
出
で
た
る
表
記
と
見
る
と
、
そ
の
相
違
ほ
そ
れ
程
簡
単
に
見
過
 
 

す
こ
と
は
で
き
な
い
様
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。
困
に
、
九
二
三
番
の
「
八
隅
知
 
 

之
」
ほ
後
に
述
べ
る
製
作
年
月
の
明
ら
か
な
赤
人
作
、
九
三
六
番
と
同
じ
表
記
 
 

法
を
見
せ
て
お
り
、
後
者
、
九
二
六
番
の
「
安
見
知
之
」
は
別
資
料
か
ら
転
載
 
 

さ
れ
た
も
の
と
述
べ
た
前
述
の
九
一
七
番
の
作
の
表
記
法
と
一
致
を
見
せ
て
い
 
 

る
。
こ
れ
な
ど
も
別
資
料
の
存
在
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
拠
と
も
な
ろ
う
か
。
 
 

ま
た
、
後
者
の
長
歌
に
は
「
春
の
茂
野
に
」
の
句
が
見
え
五
月
の
作
で
は
な
い
 
 

こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

次
い
で
、
神
亀
二
年
十
月
難
波
宮
行
幸
の
折
に
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
 
 

が
、
こ
の
時
ほ
赤
人
の
外
に
笠
金
村
、
奉
拝
千
年
が
同
時
に
製
作
し
て
い
る
。
 
 

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
ほ
何
ら
製
作
時
日
に
関
す
る
左
往
が
見
え
な
い
。
 
 

そ
れ
を
落
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
恐
ら
く
ほ
製
作
の
年
月
が
明
ら
か
 
 

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

続
い
て
、
三
年
九
月
播
磨
国
印
南
野
行
幸
に
お
い
て
は
、
金
村
が
長
歌
一
首
 
 

・
反
歌
二
首
・
赤
人
は
長
歌
三
首
・
反
歌
七
首
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
 
 

の
作
に
も
左
往
が
あ
り
「
右
作
歌
年
月
未
レ
詳
也
・
但
以
レ
頼
政
載
二
於
比
次
一
 
 

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
右
」
 
の
指
す
範
囲
に
つ
い
て
も
疑
問
ほ
あ
る
 
 

が
、
最
近
の
語
注
釈
書
が
説
く
如
く
、
九
四
二
番
の
「
過
二
幸
荷
島
一
時
」
の
 
 

作
以
降
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
辛
荷
嶋
は
印
南
野
の
更
に
西
に
位
置
し
、
行
幸
 
 

の
列
が
そ
こ
ま
で
進
ん
だ
と
ほ
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
そ
の
作
品
か
ら
見
る
 
 

と
「
評
釈
」
 
（
金
子
氏
）
 
の
説
く
様
に
淡
路
か
ら
一
路
辛
荷
島
ま
で
航
行
し
た
 
 

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
印
南
野
行
幸
 
 

が
集
で
ほ
九
月
十
五
日
と
あ
る
が
、
「
続
日
本
紀
」
を
見
る
と
「
冬
十
月
辛
亥
 
 

（
七
日
）
行
二
幸
播
暦
国
印
南
野
一
、
甲
寅
（
十
日
）
至
二
印
南
野
邑
美
頓
 
 

宮
一
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
相
違
が
見
ら
れ
る
。
）
 
 
 

更
に
、
贅
言
を
用
う
れ
ば
、
赤
人
作
の
初
発
の
一
首
（
九
三
八
～
九
四
一
）
 
 

に
は
、
製
作
年
月
の
明
ら
か
な
作
品
に
見
ら
れ
た
「
八
隅
知
之
」
の
表
記
法
が
 
 

見
え
る
し
、
そ
れ
以
降
の
二
百
に
ほ
新
た
に
題
詞
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
 
 

ど
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ほ
、
取
り
も
直
さ
ず
赤
人
作
歌
の
前
一
首
と
 
 

九
四
二
番
以
後
の
二
首
と
資
料
を
異
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
 
 

ろ
う
。
 
 
 

以
上
、
巻
六
・
前
半
部
に
収
録
さ
れ
た
作
人
作
歌
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
 
 

そ
れ
ら
が
決
し
て
同
一
の
資
料
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
資
料
に
依
 
 

拠
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
こ
こ
に
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
 
 

そ
し
て
、
そ
の
一
つ
、
即
ち
製
作
年
月
の
明
ら
か
な
作
品
は
、
そ
の
表
記
法
の
 
 

一
致
な
ど
か
ら
考
え
て
、
最
初
か
ら
金
村
集
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
 
 

こ
と
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
で
ほ
、
金
村
集
に
依
拠
し
な
い
他
の
作
品
は
 
 

ど
う
か
。
そ
れ
ほ
さ
て
お
き
、
次
に
巻
六
後
半
部
に
収
め
ら
れ
た
赤
人
作
歌
に
 
 

つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。
 
 
 

赤
人
の
作
品
は
、
巻
六
前
半
部
、
つ
ま
り
笠
金
村
の
歌
集
を
基
底
に
し
て
編
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原
 
 

纂
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
部
分
以
外
に
、
巻
六
に
は
天
平
六
年
の
難
波
官
行
幸
の
 
 

折
と
同
八
年
の
吉
野
離
宮
行
幸
時
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
製
作
の
年
月
と
そ
の
 
 

事
情
も
明
ら
か
な
作
品
で
あ
る
が
。
金
村
集
か
ら
転
載
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
 
 

ろ
う
。
金
村
作
は
集
中
で
見
る
限
り
、
天
平
五
年
の
作
品
（
巻
八
・
一
四
五
三
 
 

～
一
四
五
五
）
を
も
っ
て
最
後
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
天
平
 
 

六
年
の
難
波
行
幸
時
の
作
品
は
、
船
主
・
守
部
王
等
と
共
に
製
作
さ
れ
た
六
首
 
 

中
の
一
首
で
あ
る
が
、
そ
の
初
発
の
作
に
は
左
注
に
「
右
一
首
作
者
未
詳
」
と
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
若
し
、
金
村
集
か
ら
転
載
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
 
 

ば
、
そ
の
作
者
未
詳
の
作
品
ほ
金
村
作
と
な
る
訳
だ
が
、
さ
れ
ば
そ
の
作
者
未
 
 

詳
歌
に
ほ
当
然
そ
の
出
典
ほ
記
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
天
平
八
年
の
「
応
詔
歌
」
と
井
せ
て
、
巻
六
前
半
部
に
収
録
さ
れ
た
赤
 
 

人
作
歌
と
ほ
ま
た
別
の
資
料
、
例
え
ば
、
何
ら
か
の
公
的
性
格
を
帯
び
た
資
料
 
 

な
ど
に
よ
っ
た
か
、
ま
た
は
彼
と
同
時
に
従
篤
し
た
何
人
か
が
記
し
と
ど
め
た
 
 

も
の
を
こ
こ
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

注
一
拙
稿
、
「
万
葉
集
の
私
家
集
⇔
」
 
（
「
国
語
国
文
研
究
」
第
四
二
号
）
 
 

注
二
 
注
一
参
照
 
 

五
 
 

次
に
、
巻
三
収
載
の
赤
人
の
作
品
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ょ
う
。
そ
 
 

れ
に
先
立
ち
、
巻
三
に
お
け
る
赤
人
関
係
の
作
品
の
配
列
を
左
に
示
そ
う
。
 
 

巻
三
、
雑
歌
の
部
に
お
け
る
赤
人
関
係
の
作
品
の
配
列
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9
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～
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略
す
 
 

式
部
刺
藤
原
宇
合
卿
被
レ
使
レ
改
二
造
難
波
堵
一
之
時
作
歌
一
首
 
 

略
す
 
 

暮
春
之
月
幸
二
芳
野
離
写
時
中
納
言
大
伴
卿
奉
レ
動
作
歌
一
首
井
 
 

短
歌
 
未
レ
選
二
奏
上
一
歌
 
 

駿
河
国
 
 

山
部
宿
禰
赤
人
撃
一
不
尽
山
一
歌
一
首
井
短
歌
 
 

詠
二
不
尽
山
一
歌
一
首
井
短
歌
 
 

∧
左
往
∨
右
一
首
高
橋
連
虫
麻
呂
之
歌
申
出
蔦
、
以
レ
類
載
レ
此
 
 

4 3 3  378  4 7 3  霊
～
が
 
 
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 

．
4
 
 
 
 
－
J
 
 

2
 
～
 
2
 
 
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 

D
U
 
 
 
 
 
7
 
2
 
2
 
の
ム
【
 
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 

ウ
〟
 
～
 
■
b
 
 

3
 
 

2
 
 
 
 
 
6
 
 

5
 
～
 
5
 
 

3
 
 

ワ
一
 
 
 
 
3
 
 

5
 
ヽ
く
 
6
 
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 

」
丁
 
 
 
 
 
9
 
 

6
 
～
 
6
 
 

3
 
 
 
 
 
ウ
．
 
 

（
U
 
 
 
 
 
1
 
 

7
 
～
 
7
 
3
 
 
 
 
 
3
 
 

2
 
 
 
 
 
3
 
 

7
 
2
 
7
 
 

（
）
 
 
 
 
 
3
 
 

5
 
 
 
 
 
7
 
7
 
～
 
7
 
 

3
 
 
 
 
 
 
3
 
 
 

「
」
Y
 
n
U
 
7
 
～
 
8
 
 

3
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3
 
 
 
 
 
3
 
 

お
～
紳
 
 

3
 
 
 
 
 
3
 
 

5
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1
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一
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4
 
 
 
 
 
一
月
「
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n
U
 
 

2
 
～
 
3
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一
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3
 
 

ボ
～
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Q
U
 
O
 
 

〔
〉
 
2
 
4
 
一
4
－
 
 
 
 
9
 
 

封
～
3
7
 
 

■
4
 
 
 
 
 
4
 
 略

す
 
 

大
宰
少
戴
小
野
老
歌
一
首
以
下
・
沙
弥
満
誓
歌
一
首
ま
で
「
大
事
府
 
 

関
係
歌
」
 
 

略
す
 
 

瀬
戸
内
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
歌
六
首
 
 

笠
朝
臣
金
村
塩
津
山
作
歌
二
首
、
以
下
「
金
村
集
」
よ
り
の
転
載
歌
 
 

略
す
 
 

大
和
国
 
 

山
部
宿
禰
赤
人
登
二
春
日
野
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

石
土
乙
麻
呂
朝
臣
歌
一
首
 
 

略
す
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
詠
二
故
太
政
大
臣
藤
原
家
三
山
地
一
歌
一
首
大
和
国
 
 

大
伴
坂
上
郎
女
祭
レ
神
歌
一
首
井
短
歌
 
 

＜
左
往
∨
右
歌
老
、
以
二
天
平
五
年
冬
十
一
月
一
云
云
 
 

略
す
 
 

登
二
筑
波
岳
l
丹
比
真
人
国
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

不
 
明
 
 

山
部
宿
繭
赤
人
歌
一
首
 
 

仙
柘
校
歌
三
首
以
下
、
若
宮
年
魚
麻
呂
の
伝
諭
し
た
作
 
 

巻
三
、
挽
歌
の
部
に
お
け
る
赤
人
関
係
の
作
品
の
配
列
 
 

略
す
 
 

溺
死
出
雲
娘
子
火
二
葬
吉
野
一
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
二
首
 
 

過
二
勝
鹿
異
聞
娘
子
墓
一
時
山
部
宿
繭
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 
下
総
国
 
 

和
銅
四
年
辛
亥
河
辺
宮
人
見
二
姫
嶋
松
原
芙
人
屍
一
哀
働
作
歌
四
首
 
 

＜
左
往
∨
右
案
、
年
紀
井
所
処
及
娘
子
屍
作
歌
人
名
己
見
レ
上
也
、
 
 

但
歌
辞
相
違
、
是
非
難
レ
別
、
困
以
畢
l
載
於
薮
次
l
 
荒
 
 

神
亀
五
年
戊
辰
大
宰
師
大
伴
卿
思
二
恋
故
人
一
歌
三
首
、
「
大
事
府
 
 

関
係
歌
」
 
 
 

山
部
宿
爾
赤
人
至
二
伊
与
温
泉
一
作
敬
一
首
井
短
歌
 
 

登
l
一
神
岳
一
山
部
宿
禰
赤
人
作
歌
一
首
井
短
歌
 
 

伊
与
国
 
 

大
和
国
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槻
～
相
 
略
す
 
 

畑
～
4
5
9
 
天
平
二
年
庚
午
冬
十
二
月
大
宰
師
大
伴
卿
向
レ
京
上
レ
道
之
時
作
歌
 
 

五
首
以
下
、
「
大
宰
府
関
係
歌
」
並
び
に
旅
人
関
係
の
作
品
 
 

郁
～
勅
 
略
す
 
 
 

先
ず
、
雑
歌
の
部
に
収
録
さ
れ
た
作
品
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
で
注
目
さ
 
 

れ
る
の
は
、
第
一
に
赤
人
作
歌
が
、
一
括
し
て
収
録
さ
れ
た
「
大
宰
府
関
係
の
 
 

作
品
」
の
前
後
に
二
分
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
 
 

は
、
無
論
赤
人
の
作
歌
活
動
の
時
期
と
旅
人
の
大
宰
府
在
任
の
期
間
と
時
を
相
 
 

前
後
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
巻
三
の
編
纂
老
に
も
、
赤
人
作
歌
の
製
作
年
月
 
 

を
或
る
程
度
推
定
で
き
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
 
 

の
み
で
あ
ろ
う
か
。
二
分
し
て
載
録
さ
れ
た
赤
人
作
歌
を
更
に
詳
細
に
見
て
ゆ
 
 

く
と
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
先
ず
、
大
宰
府
関
係
の
作
品
前
に
 
 

配
さ
れ
た
三
作
を
見
る
と
、
そ
の
製
作
の
地
ほ
東
国
・
駿
河
国
、
西
国
・
伊
与
 
 

国
、
そ
し
て
大
和
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
配
列
の
順
序
ほ
さ
て
お
い
て
 
 

も
、
そ
の
製
作
の
年
月
で
あ
る
。
巻
三
の
作
品
に
ほ
編
纂
の
方
針
に
よ
っ
て
概
 
＜
 

注
】
＞
 
 

ね
製
作
の
年
月
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
体
は
製
作
の
年
次
に
従
っ
て
配
列
 
 

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
然
る
に
、
彼
の
こ
の
作
ほ
、
神
亀
三
年
以
降
製
 
＜
 

注
一
一
＞
 
 

作
と
日
さ
れ
る
藤
原
宇
合
卿
の
歌
（
三
一
二
）
の
後
、
旅
人
を
中
心
と
す
る
大
 
 

宰
府
関
係
の
作
品
、
製
作
年
代
で
言
え
ば
神
亀
三
四
年
頃
か
ら
天
平
二
年
頃
迄
 
 

の
間
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
一
二
年
聞
か
長
く
見
積
っ
て
 
 

も
四
五
年
で
し
か
な
い
。
そ
の
短
い
年
月
の
間
に
赤
人
は
、
東
国
（
巻
三
、
挽
歌
 
 

の
部
に
収
め
ら
れ
た
異
聞
の
手
児
名
の
墓
を
見
て
の
作
も
、
恐
ら
く
同
時
の
作
で
あ
ろ
う
か
 
 

ら
下
総
の
国
迄
足
を
運
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
）
へ
下
り
、
次
い
で
踵
を
返
し
西
国
、
 
 

伊
与
国
迄
旅
を
し
、
更
に
都
へ
帰
っ
て
作
歌
し
た
こ
と
に
な
る
。
不
可
能
な
こ
 
 

と
で
ほ
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
期
間
が
余
り
に
短
か
す
ぎ
ほ
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

次
に
、
大
事
府
関
係
の
作
品
の
後
に
配
さ
れ
た
赤
人
作
歌
を
見
る
と
、
そ
こ
 
 

で
注
目
さ
れ
る
の
ほ
彼
の
作
品
が
金
村
集
よ
り
転
載
さ
れ
た
と
日
さ
れ
る
歌
群
 
 

と
相
前
後
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
赤
人
と
金
村
ほ
は
ぼ
同
時
代
 
 

の
歌
人
で
あ
り
、
巻
六
に
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
両
者
は
何
度
か
の
行
幸
を
共
 
 

374   
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
考
え
れ
ば
当
然
の
事
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
な
の
 
 

は
、
そ
の
初
頭
の
作
が
や
は
り
、
西
国
下
向
の
途
次
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
 
 

の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
語
注
釈
書
の
説
く
如
く
、
先
の
伊
与
国
下
向
 
 

の
折
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
時
の
赤
人
作
歌
は
二
分
し
て
収
 
 

録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
赤
人
の
西
国
関
係
の
作
は
巻
大
神
亀
三
年
の
印
南
野
 
 

行
幸
並
び
に
辛
荷
嶋
、
敏
馬
浦
を
過
ぎ
る
時
の
作
な
ど
も
あ
っ
て
、
一
度
の
下
 
 

向
と
は
考
え
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
二
歌
群
が
同
時
の
作
で
あ
れ
ば
、
何
 
 

も
旅
人
関
係
の
作
品
前
後
に
二
分
し
て
収
録
さ
れ
る
必
然
性
ほ
な
い
の
で
あ
る
 
 

。
こ
れ
ほ
、
赤
人
が
伊
与
国
下
向
以
後
に
、
再
度
西
国
へ
下
っ
た
と
解
す
る
か
、
 
 

ま
た
ほ
作
品
の
典
拠
が
別
々
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
以
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

二
分
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
ほ
な
い
。
後
者
の
歌
群
中
に
は
、
 
 

先
の
大
和
国
、
神
岳
に
登
り
製
作
さ
れ
た
作
品
（
三
二
四
～
三
二
五
）
と
類
題
、
 
 

同
想
、
殆
ん
ど
焼
き
直
し
と
も
思
わ
れ
る
作
品
、
春
日
野
に
登
り
作
ら
れ
た
歌
 
 

（
三
七
二
～
三
七
三
）
が
見
え
る
。
こ
の
作
は
金
村
歌
集
よ
り
の
転
載
歌
及
び
 
 

安
倍
広
庭
卿
の
歌
（
三
七
〇
）
、
門
部
王
の
作
（
三
七
一
）
 
の
後
に
配
さ
れ
て
 
 

い
る
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
赤
人
作
の
後
に
は
再
び
石
上
乙
麻
呂
卿
の
作
 
 

が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
金
村
と
乙
麻
呂
は
或
る
一
時
期
深
い
親
交
 
 

が
あ
っ
た
こ
と
、
金
村
集
の
条
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
が
、
こ
の
乙
麻
呂
の
作
 
 

雨
降
ら
ば
、
着
む
と
思
へ
る
笠
の
山
、
人
に
な
着
せ
そ
、
離
ほ
ひ
っ
 
 

と
も
 
 

（
雨
が
降
っ
た
な
ら
着
よ
う
と
思
っ
て
い
る
笠
の
山
よ
、
人
に
ほ
着
 
 

せ
る
な
、
た
と
え
び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
て
し
ま
お
う
と
）
 
 

は
眼
前
の
三
笠
山
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
笠
」
の
姓
を
持
つ
金
村
そ
の
人
 
 

を
差
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
金
村
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
 
 

る
。
さ
れ
ば
、
こ
の
作
は
警
喩
歌
の
部
に
収
め
ら
る
べ
き
も
の
と
な
る
が
、
同
 
 

時
に
こ
の
乙
麻
呂
の
作
ま
で
、
金
村
集
か
ら
一
括
し
て
転
載
さ
れ
た
と
考
え
る
 
 

こ
と
も
で
き
る
。
か
く
考
え
る
な
ら
ば
、
門
部
王
の
「
思
レ
京
歌
一
首
」
ほ
、
 
 

さ
て
措
き
、
相
聞
の
部
に
収
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
明
ら
か
な
安
部
広
庭
卿
の
作
 
 

が
、
こ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
理
由
も
判
明
す
る
が
、
速
断
は
控
え
よ
う
。
と
も
あ
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次
に
、
挽
歌
の
部
収
録
の
赤
人
作
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
ほ
人
麻
呂
作
歌
の
 
 

後
、
和
銅
四
年
の
河
辺
宮
人
の
作
の
前
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
赤
人
 
 

原
 
作
が
和
銅
四
年
以
前
に
作
ら
れ
た
と
言
う
の
で
ほ
あ
る
ま
い
。
宮
人
の
作
は
、
 
 

左
往
に
述
べ
る
様
に
同
題
の
作
品
が
既
に
巻
二
 
（
二
二
八
～
二
二
九
）
 
に
見
え
 
 

て
お
り
、
そ
れ
と
異
っ
て
い
る
と
言
う
の
で
、
人
麻
呂
作
や
赤
人
作
の
題
詞
の
 
 

類
似
を
も
っ
て
こ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
赤
 
 

人
の
勝
魔
の
真
問
娘
子
の
墓
を
過
ぎ
る
時
の
作
は
、
「
詠
二
不
尽
山
一
歌
」
と
 
 

時
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
製
作
時
期
で
言
え
ば
比
較
 
 

的
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
挽
歌
の
部
に
お
い
て
も
大
事
府
関
係
の
作
品
 
 

以
前
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
外
に
、
赤
人
作
は
巻
八
、
春
雄
歌
の
部
に
五
首
、
夏
雑
歌
の
部
に
 
 
 

一
首
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
春
雑
歌
の
部
に
収
め
 
 

ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
ほ
、
赤
人
の
作
品
は
、
若
宮
年
魚
麻
呂
が
伝
諭
 
 

し
た
「
草
香
山
歌
一
首
」
 
（
一
四
二
八
）
 
「
桜
歌
歌
一
首
井
短
歌
」
 
（
一
四
二
 
 

九
～
一
四
三
〇
）
 
の
前
に
四
首
、
後
に
一
首
と
分
括
載
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
八
 
 

れ
、
こ
の
辺
り
、
金
村
集
と
の
関
係
は
か
な
り
密
接
し
た
も
の
で
あ
り
そ
う
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

巻
三
、
雑
歌
の
部
に
は
、
そ
の
後
に
二
首
の
短
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

そ
の
出
典
は
明
ら
か
で
ほ
な
い
。
た
だ
、
後
者
（
三
八
四
）
 
の
作
に
つ
い
て
の
 
 

み
言
え
ば
、
そ
の
直
前
の
丹
比
真
人
国
人
の
筑
波
岳
に
登
り
し
時
の
作
（
三
八
 
 

二
～
三
八
三
）
が
福
麻
呂
歌
集
か
ら
の
転
載
と
目
さ
れ
、
そ
れ
以
降
が
後
人
の
 
 

＜
注
三
＞
 
 

増
補
と
見
ら
れ
る
。
更
に
言
え
ば
、
赤
人
作
の
後
に
配
さ
れ
た
「
仙
柘
校
歌
三
 
 

首
」
 
（
三
八
五
～
三
八
七
）
並
び
に
「
窮
旅
歌
一
首
」
 
（
三
八
八
～
三
八
九
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
∧
注
匹
∨
 
 

が
左
注
に
よ
れ
ば
、
若
宮
年
魚
麻
呂
の
伝
諭
し
た
作
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及
 
 

び
後
に
述
べ
る
巻
八
収
録
の
赤
人
作
歌
の
採
録
の
様
式
な
ど
か
ら
考
え
て
、
こ
 
 

の
赤
人
作
歌
も
彼
が
口
論
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
さ
れ
ば
、
雑
歌
 
 

の
部
未
の
左
往
は
三
八
四
迄
か
か
る
こ
と
に
な
る
が
、
此
様
に
赤
人
作
歌
が
何
 
 

箇
処
に
も
分
載
さ
れ
て
い
る
の
を
製
作
年
月
に
従
っ
て
配
列
し
た
結
果
と
も
考
 
 

え
ら
れ
な
い
か
ら
こ
の
作
の
場
合
、
年
魚
麻
呂
の
伝
誼
に
ょ
っ
た
と
考
え
る
方
 
 

が
む
し
ろ
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

に
お
い
て
も
同
一
の
作
者
の
歌
が
同
一
の
部
立
の
中
で
分
載
さ
れ
る
の
は
何
も
 
 

珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
概
ね
題
詞
を
異
に
す
る
 
 

か
、
さ
も
な
け
れ
ば
製
作
の
年
度
を
異
に
す
る
か
の
何
れ
か
に
限
ら
れ
る
。
巻
 
 

八
に
お
い
て
も
、
そ
の
各
部
立
の
内
部
で
ほ
、
作
品
ほ
】
応
製
作
の
年
月
に
従
 
 

っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
赤
人
の
作
品
の
場
合
 
 

は
題
詞
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ま
た
製
作
の
年
月
が
異
る
と
言
っ
て
も
、
 
 

こ
の
春
雄
歌
の
部
に
お
い
て
ほ
彼
の
作
品
が
二
分
し
て
収
め
ら
れ
る
べ
き
何
の
 
 

理
由
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
典
拠
の
相
違
と
し
か
考
え
ら
れ
な
 
 

い
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
前
四
首
は
巻
三
の
一
首
同
様
、
年
魚
麻
呂
の
伝
諭
し
 
 

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

夏
雑
歌
の
部
収
録
の
一
首
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
典
は
わ
か
ら
な
い
。
た
 
 

だ
、
前
述
の
巻
三
雄
歌
の
部
収
録
の
一
首
（
三
八
四
）
と
そ
の
歌
風
が
酷
似
し
 
 

て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
同
時
の
作
で
も
あ
ろ
う
。
一
方
は
、
植
え
た
も
の
が
 
 

か
ら
あ
い
 
 

「
韓
藍
」
で
あ
り
、
他
方
は
「
藤
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
方
は
枯
れ
て
し
ま
 
 

っ
た
が
、
他
方
は
美
事
に
花
を
咲
か
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
年
魚
 
 

麻
呂
の
伝
話
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
前
者
が
巻
三
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
 
 

季
が
春
か
夏
か
判
じ
難
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
 
 

注
一
巻
三
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
後
藤
利
雄
「
原
巻
三
に
つ
い
て
」
 
（
「
万
葉
集
成
 
 

立
論
」
所
収
）
伊
藤
博
「
鮮
明
朝
以
前
の
万
葉
歌
の
性
格
」
 
（
「
国
語
同
文
」
 
 

三
十
二
巻
二
号
）
な
ど
を
参
照
 
 

注
二
 
「
続
日
本
紀
」
神
亀
三
年
十
月
の
粂
に
「
庚
午
（
二
十
六
日
）
以
二
式
部
卿
従
 
 

三
位
藤
原
宇
合
t
為
l
一
知
造
難
波
宮
幸
一
。
）
と
あ
り
、
こ
の
作
ほ
、
そ
れ
以
 
 

降
に
成
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

注
三
 
拙
稿
、
「
万
葉
集
の
私
家
集
H
」
 
（
「
国
語
国
文
研
究
」
第
四
十
二
号
）
参
照
 
 

注
四
 
巻
三
、
雑
歌
部
末
の
「
古
歌
若
宮
年
魚
麻
呂
葡
レ
之
」
の
左
往
ほ
、
「
仙
柘
校
 
 

歌
三
首
」
に
ま
で
か
か
る
こ
と
、
拙
稿
「
万
葉
集
私
家
集
⇔
」
 
（
「
国
語
国
文
 
 

研
究
」
第
四
五
号
）
参
照
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以
上
、
集
中
に
見
え
る
赤
人
作
歌
の
収
録
の
情
況
か
ら
、
そ
の
出
所
に
つ
い
 
 

て
検
討
し
て
き
た
が
、
典
拠
に
つ
い
て
ほ
、
大
凡
三
つ
の
経
程
が
考
え
ら
れ
そ
 
 

う
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
一
つ
は
金
村
の
歌
集
に
よ
っ
た
作
品
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
金
村
集
以
 
 

外
の
別
の
資
料
に
依
拠
し
て
採
録
さ
れ
た
作
品
、
更
に
も
う
一
つ
ほ
伝
詞
に
ょ
 
 

っ
て
載
せ
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
 
 

二
の
金
村
集
以
外
の
別
の
資
料
か
ら
転
載
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
 
 

れ
が
如
何
な
る
体
の
資
料
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
別
 
 

資
料
が
、
伝
葡
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
記
載
さ
れ
た
歌
集
の
如
き
 
 

体
裁
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
第
一
に
、
製
作
年
月
不
明
の
赤
人
作
 
 

（
九
一
七
～
九
一
九
）
 
の
左
往
に
「
右
年
月
不
レ
記
」
と
見
え
る
こ
と
。
 
 
 

第
二
に
、
そ
れ
ら
の
赤
人
作
歌
に
ほ
表
記
法
上
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
 
 
 

第
三
に
、
巻
三
、
雑
歌
部
収
録
の
赤
人
作
歌
（
三
五
七
～
三
六
二
）
 
の
歌
に
 
 

○
 
 

ほ
「
戎
本
日
」
と
し
て
、
一
首
異
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
 
 

知
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
赤
人
作
歌
に
は
異
伝
と
立
て
る
歌
ほ
極
め
て
少
い
の
で
あ
っ
 
 

○
 
 

て
、
そ
れ
が
見
え
る
の
は
、
却
っ
て
、
歌
集
の
存
在
の
明
ら
か
な
金
村
の
作
 
 

品
、
及
び
そ
の
歌
集
に
作
品
を
と
ど
め
て
い
た
と
目
さ
れ
る
車
持
千
年
等
の
方
 
 
 

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
異
伝
に
も
、
左
注
に
「
戎
本
反
歌
日
」
 
（
九
一
〇
～
 
 

九
一
二
）
と
記
さ
れ
、
明
ら
か
に
別
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
の
 
 

○
 
 

み
な
ら
ず
、
養
老
七
年
の
千
年
の
作
品
に
至
っ
て
ほ
、
左
注
に
お
い
て
 
 
 

養
老
七
年
五
月
幸
l
一
千
芳
野
離
宮
之
時
一
作
 
 

と
重
ね
て
「
戎
本
」
の
題
詞
と
思
し
き
も
の
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

は
、
本
来
は
製
作
年
月
が
不
明
で
あ
っ
た
ろ
う
と
述
べ
た
神
亀
元
年
十
月
の
条
 
 

に
収
め
ら
れ
た
赤
人
作
歌
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
 
「
戎
本
」
が
つ
ま
り
「
赤
人
集
」
 
の
如
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
 
 

え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
様
に
、
金
村
歌
集
に
赤
人
及
び
千
年
等
 
 

の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
所
謂
「
赤
人
集
」
に
金
村
や
千
 
 

年
等
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
論
を
更
に
一
歩
進
め
て
、
そ
の
今
仮
に
「
赤
人
集
」
と
名
付
け
た
 
 

「
戎
本
」
は
如
何
な
る
体
裁
、
形
式
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
 
 

れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
ょ
う
。
 
 
 

と
は
言
え
、
そ
れ
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
先
に
見
て
き
た
金
村
集
及
び
虫
麻
 
 

呂
等
の
歌
集
に
も
増
し
て
更
に
困
難
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
三
人
の
歌
 
 

集
は
万
葉
集
中
に
転
載
乃
至
は
分
載
さ
れ
た
と
は
言
え
、
未
だ
原
資
料
の
お
も
 
 

か
げ
ま
で
ほ
消
し
去
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
赤
人
作
歌
の
原
典
は
と
 
 

な
る
と
、
そ
れ
を
伝
え
る
証
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
如
く
決
し
て
多
い
と
は
言
 
 

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
、
赤
人
作
歌
の
原
資
科
そ
れ
自
身
が
持
っ
て
い
 
 

た
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
 
 

赤
人
と
い
う
歌
人
、
そ
の
人
の
資
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
 
 

る
。
赤
人
の
作
品
は
、
前
三
者
の
そ
れ
と
異
り
、
集
の
編
纂
時
に
は
既
に
人
口
 
 

に
勝
夫
せ
ら
れ
る
に
足
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
歴
史
的
事
実
や
伝
説
を
伴
い
 
 

伝
議
せ
ら
れ
た
往
古
の
著
名
な
作
品
、
人
麻
呂
等
の
作
品
は
い
ざ
知
ら
ず
、
そ
 
 

の
製
作
時
代
も
決
し
て
古
い
と
ほ
言
え
な
い
赤
人
の
如
き
歌
人
の
作
品
が
、
作
 
 

者
の
名
と
共
に
講
習
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
も
稀
有
に
等
し
い
こ
と
な
の
で
あ
 
 

る
。
彼
の
作
品
が
多
く
の
巻
々
に
分
載
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
収
録
の
様
態
も
複
 
 

雑
を
極
め
て
い
る
の
は
、
比
様
な
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

と
も
あ
れ
、
以
上
、
見
て
き
た
範
囲
か
ら
、
「
赤
人
集
」
な
る
も
の
の
編
纂
 
 

の
形
式
に
つ
い
て
言
え
ば
、
 
 

一
つ
に
、
そ
こ
に
収
録
せ
ら
れ
た
作
品
に
は
、
金
村
の
歌
集
と
は
異
な
り
、
 
 

製
作
の
時
日
を
明
記
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
 
 
 

第
二
に
、
製
作
の
時
日
ほ
明
記
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
集
中
に
転
載
さ
れ
 
 

た
作
品
の
配
列
か
ら
見
て
、
一
応
時
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
 
 

う
こ
と
。
 
 
 

ま
た
、
第
三
に
、
そ
の
歌
集
に
は
、
赤
人
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
金
 
 

村
や
千
年
等
の
作
も
同
時
に
収
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
 
 
 

は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
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貞
 
 

田
 
 

原
 
 

七
 
 

以
上
、
「
赤
人
集
」
な
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
、
並
び
に
そ
の
形
態
に
つ
 
 

い
て
憶
説
を
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
、
そ
の
「
赤
人
集
」
が
如
何
な
る
経
程
 
 

を
た
ど
り
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
赤
人
と
は
如
何
な
る
 
 

■
甘
町
 
 

境
涯
に
あ
っ
た
歌
人
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加
え
て
 
 

み
た
い
。
 
 
 

先
ず
、
「
赤
人
集
」
が
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
路
並
び
に
機
縁
 
 

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
私
は
先
に
、
集
中
に
多
く
の
作
品
を
と
ど
め
 
 

て
い
る
も
の
、
及
び
私
家
集
な
ど
を
残
し
て
い
る
老
は
多
く
、
何
ら
か
の
意
味
 
 

＜
建
一
＞
 
 

で
大
伴
氏
と
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
で
は
、
赤
人
と
い
う
歌
 
 

人
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
集
中
か
ら
は
、
赤
人
が
大
伴
氏
と
い
う
一
族
 
 

と
何
ら
か
の
係
累
ま
た
は
交
渉
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
証
左
は
何
一
つ
見
出
す
 
 

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
山
上
憶
良
や
福
麻
呂
、
金
村
、
そ
し
て
虫
麻
呂
 
 

等
の
場
合
と
大
き
く
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
赤
人
の
み
が
一
人
例
 
 

ヽ
 
 

外
と
な
る
訳
で
あ
る
が
、
或
い
ほ
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
赤
人
の
作
 
 

品
の
い
く
つ
か
は
、
前
述
の
如
く
、
万
葉
集
の
編
纂
時
に
ほ
既
に
愛
諭
さ
れ
、
 
 

伝
諭
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
此
様
に
著
名
な
歌
人
の
歌
集
で
あ
れ
ば
、
前
代
 
 

の
人
麻
呂
の
歌
集
の
如
く
、
案
外
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
想
像
 
 

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
赤
人
の
経
歴
及
び
生
涯
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
は
従
 
 

来
金
村
な
ど
と
並
ん
で
「
宮
廷
歌
人
」
と
い
う
名
で
片
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
 
 

と
、
そ
れ
も
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
非
な
る
こ
と
各
氏
の
論
 
 

に
ょ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
従
来
専
門
歌
人
と
日
さ
れ
て
き
た
 
 

＜
注
三
＞
 
 

＜
注
二
＞
 
 

田
辺
福
麻
呂
と
橘
諸
足
と
の
関
係
、
高
橋
虫
麻
呂
と
藤
原
宇
合
、
そ
し
て
、
笠
 
 

＜
注
四
＞
 
 

金
村
と
石
上
乙
麻
呂
、
そ
れ
ら
は
多
く
私
的
、
文
芸
的
な
拘
り
合
い
に
お
い
て
 
 

結
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
人
々
ほ
、
そ
れ
ら
の
歌
人
達
の
作
歌
活
動
を
育
 
 

成
し
、
保
護
し
た
、
い
は
ば
パ
ト
ロ
ン
と
い
っ
た
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
 
 

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
赤
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
彼
は
早
く
か
ら
、
武
田
祐
吉
博
 
 

＜
注
五
＞
 
士
ら
に
よ
り
藤
原
氏
、
就
中
、
不
比
等
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
 
 
 

そ
れ
ほ
、
彼
に
、
わ
ず
か
一
首
で
は
あ
る
が
 
 

詠
二
故
太
政
大
臣
藤
原
家
之
山
地
一
歌
 
 
 

3
7
8
 
い
に
し
へ
の
古
き
堤
ほ
年
深
み
、
他
の
渚
に
水
草
生
ひ
に
け
り
 
 

の
作
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
故
太
政
大
臣
は
言
う
ま
で
も
な
く
藤
原
不
比
等
 
 

で
あ
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
こ
の
作
、
巻
三
、
雑
歌
の
部
に
収
め
ら
れ
て
は
い
 
 

る
が
、
歌
風
か
ら
見
る
と
、
巻
二
、
挽
歌
の
部
に
収
め
ら
れ
た
「
皇
子
尊
官
舎
 
 

人
等
働
傷
作
歌
廿
三
首
」
中
の
一
首
 
 
 

H
 
御
立
し
の
嶋
の
荒
磯
を
今
見
れ
ば
、
生
ひ
ざ
り
し
草
生
ひ
に
け
る
か
も
 
 

や
、
旅
人
の
亡
妻
を
偲
ん
で
作
っ
た
 
し
ま
 
 
 

▲
5
2
 
妹
と
し
て
二
人
作
り
し
我
山
斉
は
、
木
高
く
繁
く
な
り
に
け
る
か
も
 
 

な
ど
と
同
じ
趣
向
の
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
挽
歌
の
部
に
収
載
さ
れ
る
べ
き
も
 
 

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
か
ら
、
赤
人
と
不
比
等
が
直
 
 

接
交
渉
が
あ
っ
た
と
断
言
ほ
で
き
な
い
に
せ
よ
、
少
く
と
も
藤
原
氏
の
何
人
か
 
 

と
は
何
ら
か
の
意
味
で
交
渉
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
 
 

そ
の
関
係
を
証
す
る
作
品
の
多
寡
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ほ
さ
程
大
き
な
問
 
 

題
に
な
る
ま
い
。
あ
れ
程
多
く
の
詠
歌
を
集
に
と
ど
め
た
田
辺
福
麻
呂
は
、
諸
 
 

兄
と
の
交
渉
を
示
す
作
品
を
遂
に
一
首
も
残
さ
な
か
っ
た
し
、
藤
原
宇
合
と
親
 
 

密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
虫
麻
呂
に
し
て
も
、
直
接
彼
に
献
呈
し
た
 
 

作
は
長
短
歌
二
首
を
残
す
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
赤
人
が
時
の
最
大
の
権
 
 

力
者
で
あ
り
、
ま
た
最
高
の
文
化
人
で
も
あ
っ
た
藤
原
氏
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
 
 

た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
太
政
大
臣
藤
原
不
比
等
 
 

は
、
養
老
四
年
八
月
に
藷
じ
て
お
り
、
赤
人
の
本
格
的
な
作
歌
活
動
ほ
そ
れ
以
 
 

降
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
彼
は
不
比
等
の
子
供
達
、
 
 

即
ち
四
卿
と
呼
ば
れ
る
武
智
麻
呂
、
房
前
、
宇
合
、
麻
呂
等
、
ま
た
は
そ
の
何
 
 

れ
か
一
人
の
庇
護
を
受
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
次
男
房
前
な
ら
ば
、
旅
人
と
 
 

も
親
交
が
あ
り
、
史
書
に
よ
れ
ば
、
彼
は
大
宝
三
年
を
始
め
と
し
て
都
合
三
度
 
 

東
海
、
東
山
道
を
下
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
東
海
道
を
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二
度
、
西
海
道
を
一
度
（
遣
唐
使
と
し
て
下
っ
た
時
を
加
え
れ
ば
二
度
）
巡
行
 
 

し
て
い
る
。
赤
人
が
西
海
道
並
び
に
東
海
道
に
お
い
て
作
歌
す
る
磯
会
ほ
十
分
 
 

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
赤
人
が
藤
原
氏
の
誰
か
に
恩
顧
を
受
け
て
い
た
と
 
 

す
れ
ば
、
彼
の
作
歌
活
動
が
天
平
八
年
を
も
っ
て
止
絶
え
て
い
る
こ
と
も
納
得
 
 

で
き
る
。
藤
原
の
四
卿
は
、
こ
の
年
、
筑
紫
に
始
ま
り
北
上
し
て
京
師
を
猛
襲
 
 

し
た
疫
病
の
た
め
に
、
相
継
い
て
嘉
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

赤
人
は
こ
の
時
以
来
、
歌
わ
ぬ
歌
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
 
 

四
卿
等
同
様
、
病
魔
に
襲
わ
れ
没
し
た
の
か
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
、
と
も
か
 
 

く
、
赤
人
は
以
来
、
暗
い
く
ぼ
く
も
経
ず
し
て
、
万
葉
の
終
焉
を
飾
る
歌
人
、
 
 

∧
注
六
＞
 
 

家
持
に
ょ
っ
て
「
山
柿
之
門
」
と
称
え
ら
れ
、
人
麻
呂
と
並
び
歌
道
の
範
と
し
 
 

て
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ま
た
古
今
集
以
降
の
歌
聖
観
へ
の
橋
渡
し
 
 

と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
、
赤
人
歌
集
と
、
赤
人
の
境
涯
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
卑
 
 

見
を
述
べ
て
き
た
が
、
大
方
の
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
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五 四  三 二  一  

拙
稿
「
万
葉
集
の
私
家
集
⇔
」
 
（
「
国
語
国
文
研
究
」
四
五
号
）
 
 

橋
本
達
雄
「
宮
廷
歌
人
田
辺
福
麻
呂
」
 
（
「
万
葉
」
六
十
二
号
）
 
 

佐
々
木
信
綱
「
叙
事
詩
人
高
橋
虫
麻
呂
」
 
（
「
和
歌
史
の
一
研
究
」
所
収
）
 
 

武
田
祐
吉
「
高
橋
虫
麻
呂
」
 
（
「
上
代
国
文
学
の
研
究
」
所
収
）
な
ど
 
 

拙
稿
「
万
葉
集
の
私
家
集
⇔
」
 
（
「
国
語
国
文
研
究
」
四
十
四
号
）
 
 

武
田
祐
吉
「
山
部
赤
人
」
 
（
「
日
本
文
学
者
評
伝
全
責
」
）
 
 

「
山
柿
」
に
つ
い
て
は
、
「
柿
」
が
柿
本
人
麻
呂
で
あ
る
こ
と
輿
論
ほ
な
い
が
 
 

「
山
」
を
山
部
赤
人
と
す
る
説
、
山
上
憶
良
と
す
る
説
の
二
説
が
あ
る
。
そ
の
 
 

歌
風
と
当
時
に
お
け
る
作
品
の
流
布
の
程
度
か
ら
見
て
、
「
山
」
は
恐
ら
く
ほ
 
 

赤
人
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
4
6
・
4
・
1
0
）
 
 
 




